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フ
ォ
ー
ラ
ム
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
の
ぼ
り
旗
に
よ
る
協
賛
を

募
集
し
ま
す
。

□
の
ぼ
り
の
規
格　
　
�
×
１
８

４５

０�
、
ポ
ー
ル
付
き
。
下
部
に
協

賛
者
の
氏
名
な
ど
を
印
刷
。

□
掲
示
期
間　

７
月
―　

月
１０

□
掲
示
場
所　

市
内
公
共
施
設

（
２
口
以
上
応
募
の
場
合
は
、
１

本
を
お
渡
し
で
き
ま
す
）

□
締
め
切
り　

６
月　

日�
１５

□
金
額　

１
口
５
０
０
０
円

　
　
　

文
化
課�
４
３
―
２
１
１

２
（
内
線
２
１
０
）

　

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
。
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
や
離
職
の
際
に
は
、
当

該
外
国
人
労
働
者
の
氏
名
、
在
留

に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
各

医
療
保
険
か
ら

特
定
健
康
診
査

に
関
す
る
案
内

が
届
き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
医
療

保
険
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
保
険
係（
内
線
１
４
７
・

１
４
８
）

　

庭
木
な
ど
の
管
理
は
所
有
者
が

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し
た
枝

や
葉
は
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

日
当
た
り
を
悪
く
し
て
路
面
凍
結

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
道
路
を
安
心
し
て
利

用
す
る
た
め
に
は
、
住
民
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
に

庭
木
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
定

期
的
な 
剪  
定 
を
し
て
頂
く
な
ど
、

せ
ん 
て
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
庭
木　

道
路
に
は
み
出
す
こ
と

で
歩
道
が
ま
す
ま
す
狭
く
な
り
、

通
行
の
支
障
に
な
り
ま
す

□
プ
ラ
ン
タ
ー　

美
し
い
花
も
、

通
行
の
邪
魔
に
な
っ
て
は
困
り
ま

す□
山
林
の
樹
木　

道
路
に
は
み
出

資
格
な
ど
を
確
認
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用

の
推
進
と
不
法
就
労
の
防
止
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課�
０

５
８
―
２
６
３
―
５
５
６
３
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那�
２
６
―
１
３

４
１

　

６
月
か
ら
、
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る　

―　

歳
の
人

４０

７４

を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
が
始
ま

り
ま
す
。
特
定
健
康
診
査
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
重
症
化
の

防
止
の
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

に
着
目
し
た
健
康
診
査
を
行
い
ま

す
。

【　

―　

歳
の
国
保
加
入
者
】

４０

７４

□
実
施
期
間　

６
月
―
９
月

□
受
診
方
法　

市
民
課
か
ら
誕
生

月
別
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

受
診
券
が
届
い
た
ら
市
内
の
医
療

機
関
か
、
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
被
扶
養
者
も
含
む　

―　

歳
の

４０

７４

国
保
加
入
者
以
外
】

□
受
診
方
法　

国
保
以
外
の
保
険

て
い
る
こ
と
で
車
高
の
高
い
車
が

当
た
り
大
変
危
険
で
す
。
枯
れ
て

い
る
木
は
倒
木
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　

建
設
課
（
内
線
２
０
４
）

　

市
内
８
中
学
校
の
代
表
生
徒　
１３

人
が
、
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の

意
見
、
未
来
へ
の
希
望
な
ど
、
熱

い
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
を
行
う
時
間
を
利

用
し
て
、
市
少
年
少
女
合
唱
団
の

発
表
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

６
月　

日�
午
後
２
時

２０

―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
入
場
料　

無
料

　

社
会
教
育
課�
４
３
―
２
１
１

２
（
内
線
２
２
６
）

　

ガ
ラ
ス
棒
を
バ
ー
ナ
ー
で
溶
か

し
、
と
ん
ぼ
玉
を
作
り
ま
す
。
異

な
る
色
の
ガ
ラ
ス
を
混
ぜ
た
り
、

形
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
手

作
り
で
世
界
に
１
つ
だ
け
の
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
キ
ー

第
５
回
少
年
の
主
張
大
会

中
学
生
の
熱
い
思
い

と
ん
ぼ
玉
ガ
ラ
ス
体
験

外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
適
正
に

特
定
健
診

６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

庭
木
な
ど
が
道
路
に
は
み

出
し
て
い
ま
せ
ん
か

募
集

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム　

恵
那

in

の
ぼ
り
旗
に
よ
る
協
賛

案
内

申

問
・

問

問

問

問

広重描く光と影
６/１７�～７/２０��

企画展

　光と影、表裏一体の存在を情緒豊かにとらえた
広重の風景版画、井上 安  治 の光線画などを展示し

やす じ

ます。

歌川広重

『六十余州名所図会

信濃更科田毎月鏡台山』

田中コレクション

７月５日�は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　中山道広重美術館�２０-０５２２問

　：問い合わせ　　：申し込み問 申
9　2009.6.1

ホ
ル
ダ
ー
が
出

来
上
が
り
ま

す
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
い
か
が
で

す
か
。

□
と
き　

７
月
の
毎
週
木
曜
日　

▽
午
前
の
部
＝
午
前
９
時
半
―　
１１

時
半　

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

市
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

□
対
象　

市
内
在
住
の
方

□
定
員　

各
回
８
人
（
先
着
順
で

事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
）

□
参
加
費　

１
８
０
０
円

　
　
　

市
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
あ
お
ぞ
ら�
０
５
７
２
―
６

５
―
２
２
０
３
（
市
外
局
番
が
違

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
な

ど
に
、
わ
な
猟
免
許
を
取
得
す
る

方
へ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時

２２

１０

―
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ　

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
１
階
第
１
･
第
２
研
修
室

（
中
津
川
市
茄
子
川
１
６
８
―
７

９
７
）

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
１３

□
持
ち
物　

筆
記
用
具
（
教
材
な

ど
は
講
習
会
場
で
準
備
し
ま
す
）

　
　
　
�
岐
阜
県
猟
友
会�
�
０

５
８
―
２
７
２
―
８
３
９
８

　

総
務
省
で
は
、
平
成　

年
経
済

２１

セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
を
７
月
１

日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
６
月
下
旬
か

ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。
す
べ
て
の
事
業
所
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

　

日
本
１
０
０
名
城
に
も
選
ば
れ

た
岩
村
城
。
昨
年
、
岩
村
城
跡

で
、
初
め
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
、
戦
国
時
代
の
土
層
や
遺
物
が

出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
城
郭
遺
産
に
よ
る
街
づ

狩
猟
免
許
講
習
会
を
開
催

事
業
所
の
皆
さ
ん
、
経
済
セ

ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

く
り
協
議
会
は
、
岩
村
城
の
歴
史

や
構
造
に
つ
い
て
、
連
続
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

【
第
１
回
】

□
と
き　

６
月　

日�
午
後
１
時

２１

半
―
４
時　

分
（
開
場
は
午
後
１

１５

時
）

□
記
念
講
演　

▽
演
題
＝
岩
村
城

の
建
築　

▽
講
師
＝
三
浦
正
幸
氏

（
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）

□
調
査
報
告　

▽
演
題
＝
岩
村
城

の
石
垣
調
査　

▽
講
師
＝
中
井
均

氏
（
同
協
議
会
理
事
長
）

【
第
２
回
】

□
と
き　

６
月　

日�
午
後
１
時

２８

半
―
４
時　

分
（
開
場
は
午
後
１

１５

時
）

□
記
念
講
演　

▽
演
題
＝
岩
村
城

を
め
ぐ
る
織
田
・
武
田
の
攻
防
―

女
城
主
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た

か
―　

▽
講
師
＝
小
和
田
哲
男
氏

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

□
調
査
報
告　

▽
演
題
＝
岩
村
の

石
塔
調
査　

▽
講
師
＝
松
井
一
明

氏
（
同
協
議
会
員
）、
溝
口
彰
啓
氏

（
同
協
議
会
員
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館
大
ホ
ー

ル□
入
場
料　

無
料

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
可
能

　

文
化
課�
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
１
７
）

　

妊
娠
を
報
告
し
た
り
、
産
休
や

育
休
を
取
り
た
い
と
申
し
出
た
り

し
た
後
、
復
職
の
と
き
に
パ
ー
ト

に
な
る
と
か
、
退
職
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

岐
阜
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
職
場
で
の

妊
娠
・
出
産
・
育
休
に
つ
い
て
の

疑
問
や
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

□
と
き　

６
月　

日�
―　

日�

１５

１９

午
前
８
時
半
―
午
後
７
時
（
こ
の

期
間
以
外
は
５
時　

分
ま
で
相
談

１５

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

□
相
談
窓
口　

岐
阜
労
働
局
雇
用

均
等
室�
０
１
２
０
―
１
９
９
―

３
９
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、

　

日
―　

日
の
５
日
間
の
み
使
用

１５

１９

で
き
ま
す
）�
０
５
８
―
２
６
３

―
１
２
２
０

岩
村
城
連
続
講
座

―
岩
村
城
の
歴
史
と
建
築
―

職
場
で
の
産
休
、
育
休
な
ど

の
相
談
窓
口
設
置

申

問
・

申

問
・

問

問

　市の新型インフルエンザ対策

本部では、市内で感染者が発生

したときのための準備をしてい

ます。

　恵那保健所から要請があった

とき、患者を病院まで搬送する

専用の救急車を、恵那署と岩村

署に１台ずつ配置。市全体で、

感染を防ぐための防護服を約

４００セット、手指消毒液を約１００

�準備するなど、緊急時に感染

を最小限に抑えるための備えを

しています。

　備蓄品は主に、医療従事者や

救急救命士などが、その発生状

況に応じて、すばやく対応する

ためのものです。

　インフルエンザのような症状

が出たときは、まずは恵那保健

所内にある発熱相談センターま

で連絡ください。もしも、感染

した恐れのある場合は、周りへ

の感染を抑えるため、必ずマス

クを着用してください。

　感染予防には、手洗いと、う

がいが有効な手段です。帰宅時

など、小まめに行ってください。

　発熱相談センター（恵那保健

所）�２６-１１１１（内線２６０）、健康

推進課（内線２２０・２２３）

市のインフルエンザ対策

専用救急車や防護服などを準備

問


